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外国語科

言語活動の充実をめざした授業づくりの研究（2）

一
「買い物（ハンバーガーを注文する）」の授業実践を通して一

松　尾　砂　織

1　はじめに ことができる授業について考察を行う。

　中学校で新学習指導要領に基づく教科指導が完

全実施されて2年目，小学校外国語活動との円滑

な接続，4技能の総合的な育成や統合的に活用で

きるコミュニケーション能力の育成，文法指導と

言語活動の一体化等，改訂の基本方針を踏まえな

がら，思考力，判断力，表現力を育む指導方法の

工夫・改善を進めている。そして昨年度は，小中

外国語部会を立ち上げ「小中連携を意識した学習

指導の在り方」をテーマに，主に小学校と中学校

との教材の繋がりに視点を置き，関連する言語活

動を検討してきた。成果として，児童生徒が表現

したいことを中心に据え，自己発信できるような

体験を重ねることが，学習活動への意欲や動機付

けに重要な役割を果たすという可能性を示すこと

ができた。今年度は，そのようなコミュニケーショ

ン場面に向かうまでの単元レベルでの言語活動を

検討し，中学校における段階的な目標・指導・評

価について，新学習指導要領の内容に沿って見直

しているところである。

　平成24年度全国学力・学習状況調査報告書の結

果を分析すると，教科への関心・意欲の育成が課

題として挙がったことから，　「主体性」　「課題発

見力」　「向上性」　「学ぶことの意義の理解」の4

点を中心に，資質・能力の向上を意識して，教科

の特性に応じた指導方法の工夫改善を行うことに

した。

　そこで本研究では，生徒の実態を明らかにした

上で，文法事項を活用できる「買い物」のうちハ

ンバーガーを注文する場面を教材として用い，コ

ミュニケーションを内容的に充実したものにする

2　研究の方法

（1）アンケート調査の実施

　平成25年5月に広島大学附属三原中学校2年生

の生徒81名に英語学習に関する意識調査を実施し

た。本調査の内容は，質問項目に対して5つの尺

度で回答する意識調査である。

（2）アンケート調査結果と生徒実態

表1にアンケート調査の結果を示している。

　表1　意識調査の結果（数値はパーセント）

5：あてはまる　4・どちらかといえば，あてはまる

3：どちらともいえない2：どちらかといえばあてはまらない

1・あてはまらない

質問項目 5 4 3 2 1

外国語（英語）の学習
22 30 27 16 5

は好きだ。

外国語（英語）の学習
65 25 9 0 1

は大切だと思う。

外国語（英語）で学習

したことは，将来役に 68 23 6 3 0

立つと思う。

　表1から「外国語（英語）の学習は大切だと思

う」　「外国語（英語）で学習したことは，将来役

に立っと思う」と回答した生徒は9割を超えてい

る。一方，　「外国語（英語）の学習が好きだと」

と回答した生徒は52％と半数であることから，学
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習の重要さや将来への必要性も感じているもの

の，学習に意欲を持って取り組める生徒とそうで

ない生徒がほぼ同数である実態が分かった。

3　実施した単元について

（1）単元名

　「Speaking　Plus　3　買い物②（ハンバーガーを

　注文する」

（2）実施時期

　平成25年7月

（3）実施学年と数

　中学校2年生82名（男子42名，女子40名）

（4）単元観について

　本単元は，店内で注文する際の応答表現を用い

て，伝え合う活動を行う単元である。言語の使用

場面は「食事」　「買い物」　「旅行」であり，特に

ファースト・フード店で食べ物を注文する場面を

想定している。言語材料は，May　I　help　you？Which

size～would　you　like？Would　you　like　anything

else？など「注文を尋ねる」表現の他に，1’11have

ahamburger，　please．　Medium，　Please．　No．　That’

sall．　Thanks．など「断る」　「礼を言う」を扱っ

ている。ロールプレイによる定型表現の反復練習

を行いながら，買い物で用いる定型表現を正しく

身につけ，それらを運用できる力を身につけるこ

とを目標としている。買い物は生徒にとって身近

であることから，親しみを持って取り組むことが

できる単元であると言える。

（5）集団観と生徒観について

　5月に実施した意識調査からは，学習の大切さ

を分かりつつも，学習意欲の高い生徒とそうでな

い生徒がほぼ同数であったが，生徒たちの多くは，

言語活動に対しては意欲的に取り組む姿を見せ

る。しかし，基本的な語彙や文構造に対する理解

力と，それらを活用するカに差がある。6月7日

に実施した校内実力テストの結果を見ると，言語

や文化についての知識・理解の正答率が47％，表

現や理解の正答率がそれぞれ64％，67％であるの

と比較すると低いことが分かった。更に，授業中

のワークシートの書き込みにスペルミスが多いこ

と，自己表現の時間に，学んだ表現を活用して書

いた文数が少ないことからも差が伺える。これら

のことから，活動には意欲的で一定の理解をして

取り組む一方で，基本的な事項の定着具合に差が

あると言える。

　また，挙手をして発表するなど，積極的に意見

を言おうとする生徒がいる一方で，全く授業に参

加ができない生徒，集中が続かずに授業以外のこ

とに気を取られる生徒もいるなど，学習集団は二

極化している。しかし，ペアで対話文を作ったり，

作った対話文を覚えてALTに発表したりする活動

を行うと，多くの生徒が積極的に取り組むことが

できる。ただ単に覚えて発表するのではなく，実

際の買い物の場面を想定した動作とともに英語が

話せるように，練習を重ねた上での発表ができる

場を設定する。

（6）指導にあたって

　上記の生徒実態および課題等を踏まえ，本単元

では，聞く活動・読む活動・書く活動・話す活動

の4つの場面を設定しているので，何を個人で思

考し，何を小グループで交流するかを明確に指示

していく。ペアで対話を考えて書く場面では，辞

書を積極的に用いて書くように指導を行うが，最

終的には覚えて発表をするため，他者が聞いて分

かる表現を用いること指導を徹底する。4つの技

能をバランスよく指導できるように，時間配分に

気をつけながら，学習事項の定着率が望ましくな

い生徒に対して，できる限りの個別指導を行う。

（7）単元の目標

ア　ペアワークについて積極的に参加している。

　　（関心・意欲・態度）

イ

ウ

工

買い物での注文の場面を口頭でやりとりする

ことができる。　（外国語表現の能力）

話されている内容から話しての意向を理解で

きるようにする。　（外国語理解の能力）

買い物の場面に関する表現について理解して

いる。　（言語や文化についての知識・理解）

（8）単元計画（全3時間）

第1次　注文の場面で使用する表現と対話の内容
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　　　　を理解する　1時間

第2次　対話文を発表したり，友だちの発表を聞

　　　　いたりする。　　　　　　　　2時間

4　授業の実際

〈第1次〉

　本時の目標を買い物で使う表現を知り，使える

ようになると設定した。第1次の指導の流れを以

下に示す。

〈学習指導の流れ〉

（1）英語の挨拶や簡単な会話を通して英語学習

　　への雰囲気づくりをする。

　・曜日・日付・天候・時刻等の簡単な応答。

（2）本時の学習への見通しを持たせ，学習目標

　　を確認する。

　・食べ物・飲み物の絵を提示して，本時とつ

　　ながりのある簡単な質問を英語でする。
　　1’　m　so　hungry．　What　do　you　want？

　　1’　m　so　thirsty．　What　do　you　want？

　・スライドの絵を見ながら，生徒にはIwant
　　の表現を使って答えさせる。

　・学習目標を提示し，自己評価カードに目標

　　を記入させながら，学習課題を確認する。

（3）スライドを用いて本文の内容を聞かせ，発

　　問をしながら概要を理解させる。

　・何を注文しましたか。・注文したサイズは。

　・どこで食べますか。

　・値段はいくらになりましたか。

　・would　you　like～？が丁寧な言い方であるこ

　　とを説明する。

　・新出表現の読み方や発音を確認する。

　・値段の言い方を復習する。

（4）英文の意味を考えさせながら，暗唱できる

　　まで何度も読ませる。

　・個人で音読練習させてから，ペアで口頭練
　　習を行わせる。

　・ある場面を提示し，その状況にあう英文を
　　　　　　　個人で考えて書かせる。

　　提示場面：2ドル持っている。お腹がすい
　　　　　　　ている。のども渇いている。

　・教科書の例文や口頭練習で使った表現を活
　　用して書かせる。

⑭スペルミスを見つけた場合は，適宜正しく
　　書くように促す。

　・教科書の例文や口頭練習で使った表現を活
　　用して書くように指導する。

　　May　I　help　you？

　　Which　size～，　would　you　like？

　　Would　you　like　anything　else？

　・ペアで書いた文を覚えてから，口頭練習を
　　させる。

　＠定型表現を含んだ対話文を書こうとしてい

　　るか。書いたものを覚えようとしているか。

（5）本時の学習内容を振り返り，次時に向けて

　　の見通しを持たせる。

　・提出したワークシートのスペルチェックが

　　終わり次第，原稿を暗唱するように伝える。

　・自己評価カードに授業の振り返りを書かせ

　　てからワークシートを提出させる。

　生徒の興味関心をひくための工夫として導入と

して食べ物や飲み物の絵をスライドで提示しなが

ら（図1）既習表現であるIwant～．の確認をし
た。その際にはこれまで学習した英語表現を使い
ながら次のように話した。“lt’s・about・noon・now．
1’　m　so　hungry．　Look　at　this．　There　are　many

kinds　of　food．　What　do　you　want？　It’　s　so　hot．

1’mthirsty．　What　do　you　want？”　生徒はスラ

イドを見ながら挙手し“Iwant　to　eat　a　hamburger．

Iwant　to　drink　coke．”など自分の好みに応じて

答えていた。習った表現を活用するまでには時間

がかかるので，反復練習と自己表現を結びっけな
がら指導した。

　注文の場面で使う表現を導入する場面では，た

だ単に音声や文字だけで導入せず，イラストも提

示しながら，話している内容を推測しやすいよう

に工夫した（図2）。注文の場面では，アメリカ

の通貨（ドル）を用いての活動を計画していたの

で，合わせて通貨の指導も行った（図3）。

　新出単語の発音およびアクセント指導に加えて

買い物の場面で使用する慣用表現を指導した。第

2次は，対話発表の時間なので，買い物の表現を

「聞く」　「読む」の反復練習を行った。一斉指導

だけでは定着が難しい生徒が多いので，チャンク

カード（表1）を配布し，個人で覚える活動を行っ

た。机間指導の中で個別に単語の読み方，文の読
み方の指導を加えた。

　覚えた表現を使って具体的な場面を提示し，対

話文を作る練習を行った。提示場面の設定は，「2

ドル持っている。お腹がすいている。のども渇い

ている。」「8ドル持っている。友達が3人いて，

お腹がすいている。支払いは私がする。」であり，

メニュー表（図5）を見ながら価格を計算し，ワー

クシート（図6）に記入する練習問題を行った。

生徒は，提示された場面（図7）に出てくる人数

と所持金を確認し，メニュー表を見ながらそれに

合う対話文を考えながら書いた。
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　次の時間にペアで対話文を作り，覚えて発表さ

せた。表現の幅を広げるために教科書以外のモデ

ル対話例も提示した（図8）。教科書やワークシー

トを元に，ペアで対話文を作成する場面では，机

問指導をしながら個別指導を行った（図9）。

図1　導入時のスライド

図2　注文の表現のスライド

図3　通貨の指導のためのスライド

単位 呼び方 単位 呼び方

1セント Penny 1ドル One　do　l【ar

5セント Nickel 5ドル Five　dol［ars

10セント Dime 10ドル Ten　dollars

25セント Quarter 50ドル Fifty　dollars

図4　通貨の単位を示したWS

表1　使用したチャンクカード

1 HeIlo．　AAoy工helP

yOU？

こんにちは。いらっ

しゃいませ。

2 Yes．工11　hove　o

hGmburger，05molI

French　fries、　Gnd　o

c。lo，　pleose．

ええ。ハンバーガー

1つ，小のフレンチ

フライ1つとコーラ

1つをください。

3 Which　size　colo

w。uld　you肪ke，

smoll，　medium，　or

IGrge？

小，中，大のうちど

のサイズのコーラが

いいでしようか。

4 納edium，　pleose． 中サイズを下さい。

5 For　here　or†o　go？ こちらでめしあがり

ますか，お持ち帰り

になります。

6 F。r　here，　pleαse． ここで食べます。

7 W。uld　you　like

Gny†hing　else？

ほかに何かいかがで

すか。

8 No．　Tho†’50朋．

Thonk5．

いいえ。以上です。

ありがとう。

9 OK．　ThG†’il　be

＄3．80，pleose．

分かりました。3ドル

80セントになりま

す。

10 Here　you　ore． はいどうぞ。

11 ThGnk　you．　Here°s

y。ur　chonge．

ありがとう。おつり

です。

12 Thonk　y。u． ありがとう。

13 yOU‘re　welcome． どういたしまして。

図5　メニュー表
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ダ

【Step3】次の2つの状況の場合　①～⑧の（　）内に適切な英言吾を入れてみようe状況に応

　　　じで入る卑語を考えましょう。値段は　教科書のP53の表を見ること。・・

　　　　　　　　八ン，｛一ガーな注文しτみようtv
癌i

l。　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
（1）財布の中には2ドルしかない。お腹がすいているし，のども乾いている。店内で

　　　食べる。．．

　①（　　　　　｝②〔　　　　　　）③（　　　　　）f，

　　　図6　提示場面の対話を書くWS

【A】　（店員）ボ 【B】　〔客）・・

He囲o　May　I　help　you？ド ’

Yes、 rlI「職ve　（　（L　），　please、←1

Which　slze（2｝wouldyou　llke，

（⑥），α（◎）つ’

（ 3 ）

◎ ｛ δ ）、pleaseギ
For　here　or　lo　goつ“ 駈

9

（ 2 ），Pbase　l・
Would　you　Iike　anythl㎎elsθ？・’

’ No Tha匙’s　a肺Thanks’
OK　That匹けbe　（　8　）　、　plea6e．ザ o，

Here you　a「e．・’

Thank　you．　Here’s　your　change．ド ‘

you　havc　eigh†dollars．

Wha†will　you　have？

図7　場面設定のスライド

【Step4】あなたは、アメリカのL．A，（ロサンゼルス）でホームステイをしています。

　　　お腹がすいたのでフ7一ストフード店に入ることにしました。F

　　　　　　しベルの高い対翻改壱声に出しτ慈もうt”

．バパターンA～　　※口はお客のセリフです。・・

レいらっしゃいませ。ご注文をどうぞ。♂ He馳O．　VVha量wOuk雪yOU　like？♂

2 （メニューの写真を指で差しながら）

これを1つとこれを1つ下さい。・・

（Pointingヒhe　pict田res　of　menu．）　・・

iwill　have　this　oほe　and　this　one’

ハンバーガー課つとコーヒーのMを
1つ。♂

（恥ehamburger　and　a　me｛痴um

co拝ee，　please．ρ

・ハンバーガー1つとコーヒーを1つ。べ 09e㎞burger　and　a　cσ麗ee，　pleaseρ
5 コーヒーにはS、M，Lの3サイズござい
ますが、どれにいたしますか？、・

We　h酬e　3　sizes　of　co癬6e：sm創1，

medi㎝εmd　large、　Which　size　would

you樋ke？’

ρ

9，

♂

ρ

ρ

’
o
，
．
，
’

Sをください。ρ Small，　please’

7’コーヒーのMとLを1つずつ下さい。．・ Two　cσ『rees，　please．　One　Medium

and　one　large、‘

8 ハンバーガー1つとポテトのSを1
つ。以上でよろしいでしょうか。♂

One　hamburger　and　one　small

Fre㏄h　f鶴．　Any廿瀕㎎　else？ρ

はい、それで全部です。♂ That’s　alレ

図9　ペアで対話文を作成する様子

〈第2次〉

　既習事項の定着を図るために，前時に使用した

チャンクカードを用いた反復練習を行った。次時

に行う発表会に向けての発表の視点と評価につい

て説明した。　（図10）

　ペアで対話文を考えて書く時間を設けた。生徒

には教科書，ワークシートを活用して書くこと，

所持金は20ドルとするように説明し，使うメ

ニュー表も固定して対話文を書かせた。これまで

教科書で学んだ慣用表現を用いて，一部を変えて

対話文を作り，ペアで発表をする活動は何度か

行っている。しかし，対話文すべてをオリジナル

にしてしまうと難易度に大きな差が出てしまう。

そこでペアで対話文を作る時には，ある程度の金

額と買うものを固定することで，難易度が均一に

なるようにした。生徒は，ペアで相談して作った

対話文を覚えて発表した。発表の際には，評価の

視点である①声の大きさ②表現の工夫に気を配り

ながら発表していた。具体的な学習の流れは表2

に示す。

～パターンB～　※ちょっとレベルの高いやりとり！i・
10 セットメニューはありますか？♂ Do　yoりhave　any　combos㎝y㎝

menu？網

1
1 はい、ございます。こちらがセットメ

ニューで。　（メニューを指差しなが
ら。）．・

Yes，　we　have　thesecombos．（PolnU㎎

the　plctures　o「mem」．）　’

12 はい、ございます。こちらのセットメ

ニューがハンバーガー、お飲物、そし

てサラダまたはフライドボテトのセ
ットとなります。・

YeS－You　can　choαse　a　salad　of　Fre㏄h

f「ies綱th　t煽S　C㎝bo．．・

Which　woUd　you隔ke？’

ρ

’
ρ
ρ
♂

13 お飲物はジュース、コーラ、コーヒー

または紅茶がございます。どれになさ

いますか。’

We　have　jUice，　cola，《x胸e　or　tea．・・

VVha吐（如nl《woukj　you　Iike？ρ

14・ セットAをコーラのLで。ド 匪wlll　have　Coπ詫〕o　A　w誼h　a　Iarge　coke．♂

15 申し訳ございません。このセットにL

サイズのお飲み物はつきません。Mサ
イズのみです。．・

rm瞭鉱alarge　d轍doesnレt　c㎝e
w面愉iS　C㎝bO，　YOU　Can　ChOOSe嘲

amed沁m　s¢ed　dri耐く郵or　t「唾s　combo．♂

【Step5】店内で注文する対話文を作り、お客の部分を演じてみよう。・1

　〔条件〕①お客の役は1名、もしくは2名までとし、班内で決めることとします。・J

　　　②今目の発表では、店員役のセリフを「ウt一レン先生」にお願いします。v

〔Step2ベアで㎜に出て、ハンバーガーシs“1ブでの対儀をし塞凱閾陰ながら下の衰

　　　に紀藤してくreさtyただし、痩分の名前および自分のベアは紀入せず、しかも．

　　　自分の㎜くe麟tiらり塞せんゐ

㎜副①喀の大愈さ…　　懐る演でよく聞こえていたかどうカ㌧
②嚢頽の工爽…　　アイコンタクトをとったり、お鰍を渡したりする㈱ていた

　　　　　　　　かどうかし

獅欝を溝たして
　いる人の唱前

饒んだ秘闘

馴
審

欝債（A・8・C） 飼が跳かったかを

一意でコメント痢の大8さ 藏規の工炎

図10　評価に関するワークシートの抜粋

図8　教科書以外の表現例
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松尾：言語活動の充実をめざした授業づくりの研究（2）一「買い物（ハンバーガーを注文する）」の授業実践を通して一

表2　第2次の学習の流れ

5　考察

　生徒が書いた対話文（図11）を見ると，教科書

のモデル文をそのまま覚えるのではなく，ペアと

相談して単語や文章を一部変えながら書いたのが

分かる。また，ペアと相談しながら対話文を考え

て書くことで，話の流れを理解し，必要なジェス

チャーも考えながら学習を進めることができてい

た。また，今回はアメリカドルの数え方や単位を

学習したので，発表ではおもちゃのお金（ドル紙

幣とコイン）を使いながら支払いの場面まで行う

ように指導をした。結果として支払いの場面で必

要なジェスチャーやお金の数え方，おつりの計算

も含めて指導することができた。生徒の振り返り

を見ると，ジェスチャーに触れて書いている生徒

が多かった。今回は買い物という生徒にとって身

近で親しみのある教材であったので，意欲的に取

り組めた生徒が多かった。英語の学習が好きであ

ると答える生徒が少しでも増えるように，今後も

教材の使い方に工夫を凝らし，生徒の興味関心を

持続させられるようにしたい。

　　図11生徒Aの対話文原稿
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